

















































































































で一元管理した（図 8）。2020 年 9 月末の時点で、42
人（全学生の 7％程度）からの連絡が集計されており、
何らかの理由で PCR検査をうけた学生は 2人いたが、
結果は陰性であった。
3． 学生が「感染予防行動を実践するという強い気持
ち」を持ちつづけること
大学における主役は、学生である。本学の学生は、
将来、医療の現場で活躍するという心構えを持ってい
る。学生と会話する中で、新型コロナウイルスに対す
る感染対策を十分に理解し、適切に予防行動を実践し
ようという強い気持ちを持ちつづけていることが感じ
られる。
Ⅲ．今後の課題
最後に、新型コロナウイルスによって引き起こされ
た今回の騒動は、数年程度の一過性のものである。免
疫力が低下した患者が入院している病院における感染
対策で重要な病原体は、なかなか症状が出ないため
に、静かに広がっていく薬剤耐性菌である。薬剤耐性
菌による感染症は、治療として使える抗菌薬が限られ
るため、院内感染のレベルを超えて、いまや人類全体
の深刻な問題となっている。
今回のコロナ対策を契機に、看護大学における感染
対策教育の内容をより充実させることが重要であると
考えられる。
図 7　四年生の学内演習の一場面（エプロンを適切に脱ぐ練習）
図 8　学生連絡票
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